
                                                                            

第８回 庄原市市街地公共施設のあり方検討委員会 次第 
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Ⅰ はじめに 

 

庄原地域の中心市街地（以下、「庄原市街地」という。）においては、市役所本庁舎をはじ

め多様な公共施設等を整備してきたが、これらの中には整備完了から相当年数が経過し、老

朽化に加え、建設当時の機能が現在の利用者ニーズに十分に対応できない状況がある。 

 なかでも、庄原市民会館と庄原自治振興センターは、一体的な施設で庄原市街地では最も

大規模な施設であるが、築後 40年以上が経過し、これまで大規模な改修を実施していない

ため、利用者等から施設整備を望む声が寄せられている。 

その他、公共施設等が分散していることや機能が重複しているなどの課題もあり、将来の

庄原市街地の機能強化や公共施設の最適な配置などを含め、総合的な検討が求められてい

る。 

 

こうした現状を踏まえ、平成 29年７月に学識経験者や市民団体等の役員９名で構成する

「庄原市市街地公共施設のあり方検討委員会」（以下、検討委員会という。）を設置し、延べ

７回にわたる検討委員会を開催した。検討委員会では、今後の庄原市街地の公共施設のあり

方に大きな影響を与えることとなる、庄原市民会館及び一体的施設である庄原自治振興セ

ンターの整備について、市民及び高校生アンケートや２回の管理団体、利用団体からの意見

聴取を行い、慎重にご議論いただいた。 

平成 30年 10月、検討委員会から「庄原市民会館・庄原自治振興センターの整備に関する

検討結果報告書」を提出いただいたところである。 

 

庄原市民会館・庄原自治振興センターの整備について、施設の現状と課題を踏まえ、この

報告書を参考に「庄原市民会館・庄原自治振興センターの整備に関する方針」を定める。 
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Ⅱ 施設の概要 

 

１.建物全体の概要 

 庄原市民会館 庄原自治振興センター 

所 在 地 庄原市西本町二丁目 17番 15号 

構   造 鉄筋コンクリート２階建一部３階 鉄筋コンクリート２階建一部３階 

敷 地 面 積  10,787.00㎡ 1,767.00㎡ 

全敷地面積 12,554.00㎡ 

駐車場面積 4,255.00㎡ 

建 築 面 積  2,237.01㎡ 1,170.91㎡ 

全建築面積 3,407.92㎡ 

延 床 面 積  2,577.15㎡ 1,767.33㎡ 

全延床面積 4,344.48㎡ 

竣   工 1977年（昭和 52年）９月 20日 1976年（昭和 51年）３月 20日 

 

２.各室の概要 

（１）庄原市民会館管理 

室 名 定員等 面積（㎡） 備考 

ホ ー ル  926席 － 車椅子席 10席 

ロ ビ ー  － 381.72  

楽 屋 １ 洋間 43.54  

楽 屋 ２ 11帖 25.99  

楽 屋 ３ ６帖 17.28  

集 会 室 150人 183.04 机使用の場合は 80人 

視 聴 覚 室  － 15.39  

研 修 室 Ｆ  30人 58.32  

 

（２）庄原自治振興センター管理 

室 名 定員等 面積（㎡） 備考 

実験実習室 40人 63.18 料理実習室 

談 話 室 30人 47.64  

研 修 室 Ａ  15帖 28.91 
各種会議・茶室 

研 修 室 Ｂ  10帖 20.81 

研 修 室 Ｃ  ８帖 18.63 

各種会議 研 修 室 Ｄ  ８帖 16.56 

研 修 室 Ｅ  ８帖 20.70 

研 修 室 Ｇ  30人 68.40 洋裁・和裁研修室 

１階会議室 － 36.92  

２階会議室 40人 44.20 机使用時は 24人 
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Ⅲ 施設の現状と課題 

 

１.庄原市民会館 

（１）現状 

  庄原市の芸術・文化活動の拠点として、市民の文化の向上及び住民福祉の増進を果た

す役割を担っており、NPO法人庄原市芸術文化センターを指定管理者として管理委託し

ている。926席の大ホール、ロビー、楽屋、集会室、視聴覚室、研修室 Fを管理し、平

成 29年度の利用者は 30,742人となっている。 

 

（２）課題 

施設全般に老朽化や経年劣化が進んでおり、近年多額の維持修繕費を要している。 

躯体の防水性やホールの空調設備の不調、座席まわりの狭さ、トイレの快適性など、

施設の改善要望の声が寄せられており、舞台設備についても文化施設の拠点としての改

善が望まれている。 

また、一体的な躯体をなす庄原自治振興センターとの境界部分等に耐震性が一部不足

していることが判明し、耐震改修工事が必要となっている。 

さらに機能面においては、旧中央公民館が担っていた貸館機能が、庄原市民会館・庄

原自治振興センターの両施設に混在し、来館者の利用申請が煩雑になっている。 

 

２.庄原自治振興センター 

（１）現状 

庄原自治振興区内において、協働のまちづくりをめざし、住民自治活動の充実を図る

ため、庄原自治振興区等の主体的な地域づくり活動並びに生涯学習等の拠点としての役

割を担っており、庄原自治振興区を指定管理者として管理委託している。研修室 A・B

（和室）、研修室 C・D・E（和室）、研修室 G、２階会議室、談話室、実験実習室を管理

し、平成 29年度の利用者は 12,331人となっている。 

 

（２）課題 

施設の老朽化・バリアフリー化の改修が行われていないことに加え、地域住民の生涯

学習活動、文化活動のための会議室や多目的なパブリックスペースが不足しており、庄

原自治振興区から増床を含めたセンター改修の要望書が提出されている。 

また、一体的な躯体をなす庄原市民会館との境界部分等に耐震性が一部不足している

ことが判明し、耐震改修工事が必要となっている。 

さらに機能面においては、旧中央公民館が担っていた貸館機能が、庄原市民会館・庄

原自治振興センターの両施設に混在し、来館者の利用申請が煩雑になっている。 

 



- 4 - 

Ⅳ 庄原市市街地公共施設のあり方検討委員会からの検討結果報告 

 

検討委員会から、平成 30年 10月に「庄原市民会館・庄原自治振興センターの整備に関す

る検討結果報告書」を提出いただいた。その内容は、以下のとおりである。 

 

１.庄原市民会館が今後果たす役割（機能） 

庄原市の芸術・文化活動の拠点として、市民の文化の向上及び住民福祉の増進を果た

す役割を担う。また、庄原自治振興センターと共に、庄原市全体への貸館機能を担う。 

 

２.庄原自治振興センターが今後果たす役割（機能） 

庄原自治振興区内において、協働のまちづくりをめざし、住民自治活動の充実を図る

ため、庄原自治振興区等の主体的な地域づくり活動並びに生涯学習等の拠点としての役

割を担う。また、庄原市民会館と共に、庄原市全体への貸館機能を担う。 

 

３.庄原市民会館・庄原自治振興センターの整備場所及び整備方法 

現在地において、大規模改修を行う。 

 

４.庄原市民会館・庄原自治振興センターの改修内容 

（１）共通事項 

①耐震改修は必須である。 

②20～25年後を見据えた整備を行う。 

③アンケートで不満が多かった箇所を改善する。 

④高齢者や障害者の方々はもとより、多くの方々に使いやすい施設とする。 

⑤利用者及び関係団体の意見を取り入れながら進める。 

⑥未利用者の意見も尊重する。 

⑦庄原市民会館と庄原自治振興センターの事務室を、駐車場がある南側玄関、または現在

庄原市民会館事務室がある北側玄関を改修して、隣接する形となるよう検討する。 

⑧庄原市民会館と庄原自治振興センターの施設管理区分の見直しを検討する。 
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（２）庄原市民会館の改修 

①ホールの座席について 

中央通路よりステージ側を席幅 520㎜に広げ、後方は現在と同じ席幅（440㎜）で座

席の取替えのみで席数を 832席とする改修を実施する。また、車椅子席の数を十分確保

する。 

②トイレについて 

和式を一部残し、洋式トイレに温水洗浄便座を設置する。ただし、温水洗浄便座の設

置数については、導入コストやランニングコストを考慮する。 

また、各階に多目的トイレを設置する。 

③ロビーについて 

照度の可変可能な LED照明を導入する。 

カフェスペース等の市民が気軽に立ち寄れる場所の確保を検討する。 

 ④舞台装置等について 

本来、委員会での検討の範疇ではないが、音響や照明、舞台装置等専門家の意見を

良く聞いた上で導入すべきである。ただし、大規模改修時にしか導入できないものと毎

年度の予算で対応可能なものとに分け、効果的に改修する。 

 ⑤その他 

楽屋について、舞台出演者にとってより良い形で使いやすいものとなるよう、楽屋数

も含め、検討した上で改修する。 

 

（３）庄原自治振興センターの改修 

 ①和室の洋室化について 

研修室 A・Bは、和室としてそのまま残し、研修室 C・D・Eは洋室に変更する。パー

テーションにするかどうかについては、庄原自治振興区の意見をふまえて判断する。 

 ②中ホール建設について 

名称を「中ホール」から「多目的ホール」に変更し、予算に極力配慮し、整備を検討

する。なお、可能な限り小コスト、省エネとなるよう、遊休施設の移築も検討する。整

備場所は、北側緑地帯または東側庄原自治振興区駐車場が望ましい。 

 ③その他 

調理室や談話室等、現在使い勝手の悪い施設は、基本的に庄原自治振興区の意見を踏

まえ、改修を検討する。 

庄原市民会館との管理区分の見直しを踏まえ、事務室の移転や談話室２階部分への会

議室の増築を検討する。 
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Ⅴ 整備に関する方針 

 

 施設の現状と課題を踏まえ、検討委員会からの検討結果報告書を参考とし、以下のとお

り「庄原市民会館・庄原自治振興センターの整備に関する方針」を定める。 

 

１.庄原市民会館・庄原自治振興センターに共通する整備方針 

（１）整備場所 

アンケートや管理団体、利用団体からも現在地での整備を希望する意見が多く、財政

的観点からも移転新築は困難なため、両施設を複合施設として現在地において整備す

る。 

 

（２）整備規模 

築後 40年以上経過し施設全体の老朽化が著しく、利用者ニーズを満たしていないた

め、大規模改修を実施する。 

 

（３）施設の安全性対策（最優先事項） 

庄原市民会館と庄原自治振興センターの境界部分等の耐震性が一部不足していること

から、耐震改修工事を実施する。また、天井、コンクリートブロック壁等についても施

設の安全性を確認し、改修工事を実施する。 

 

（４）長寿命化対策 

築後 40年以上が経過する中、RC造の耐用年数 65年程度を見据え、20～25年後まで使

用できる施設とするため、屋上への防水加工、外装、窓枠、空調、照明等の改修工事を実

施する。 

 

（５）ユニバーサルデザインへの配慮 

高齢者や障害者の方々はもとより、利用者にとって使いやすい施設とするため、多目的

トイレや分かりやすい案内表示を設置するなどの改修を実施する。 

 

（６）市民意見の反映 

アンケートや管理団体、利用団体からの意見を踏まえ、トイレの快適性の向上等改修箇

所を判断すると共に、整備に係る経費の抑制に努める。 
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２.庄原市民会館の整備方針 

（１）ホールの改修 

 ①客席 

現在の客席は幅が狭く、座り心地についても改善を求める意見が多いことから、取り

替えにより席幅を広げ改善を図る。 

なお、席数についても現在と同程度の確保を望む意見もあることから、他市の改修事

例も参考にし、800席程度となるよう改修する。 

また、ホールへの出入りについては、車椅子の入場経路を整備するとともに、ホール

内での車椅子席のスペースを十分確保する。 

 ②天井 

  客席上部は、吊天井となっていることから、安全対策を含めて改修する。 

 

（２）舞台関係の改修 

 ①舞台設備（音響・照明・吊物等） 

舞台設備については、開館当初より更新されていないため、経年劣化が進み、利用者

ニーズに十分に応えられていないことから、改修・更新を行う。なお、これらの改修・

更新においては、専門的な知識を要するため、関係者や専門家の意見を踏まえた上で実

施する。 

 ②楽屋 

楽屋について、明るさや浴室等の改修要望が多いことから、舞台出演者にとって使い

やすいものとなるよう改修する。 

 

（３）その他既存施設の改修 

 ①事務室の移転 

利用者の利便性向上のため、駐車場がある南側ロビーに事務室を新設し、インフォメ

ーション機能を高める。また、既存の事務室は、自治振興区管理の会議室とする。 

 ②その他の施設 

  集会室、研修室、ロビー等については、照明や内装等、必要に応じて改修を行う。 
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３.庄原自治振興センターの整備方針 

（１）多目的ホールの新設 

  庄原自治振興区の振興区活動及び生涯学習活動において、必要な会議室、成果発表及

び展示スペース等が不足しているため多目的ホールを新設する。 

なお、庄原自治振興区からは二階建の建物を要望されているが、既存施設の改修によ

り要望内容への対応が可能であるため、最小限の延床面積となるよう平屋建の整備とす

る。 

また、多目的ホールの機能や規模については、検討委員会からの報告書、庄原自治振

興区から提出された要望書や利用計画を参考とし、以下のとおりとする。 

①多目的ホールの機能 

  ア）会議室  

利用率の高い集会室、談話室、研修室Ｇ及び２階会議室の状況を考慮し、大会議室

を分割使用できるパーテーション式の会議室 

  イ）小ステージ及び展示機能  

芸能サークルの練習や成果発表を行うことのできるスペース 

 ②多目的ホールの規模 

   多目的ホールの規模については、以下の理由により 200人収容可能な規模を確保す

る。 

ア）収容能力 

庄原自治振興区利用計画によれば、200人を超える規模での利用が自治振興区活動

報告会で２日、総会等 100人から 200人での利用で 27日など、200人の収容規模を必

要とする会議等が年間 29日程度見込める。分割利用も想定できる 50～100人規模の

利用日数は自治振興区活動により 124日となっており、合計すると年間 153日、稼働

率は約 42.7％となる。 

 

■庄原自治振興区利用計画 

利用人数規模 利用日数 適 用 

200人超規模 2 活動報告会(展示含) 

100～200人規模 27 総会、地域交流会、市政懇談会、研修会、成果発表 

50～100人規模 124 自治振興区活動 

合  計 153  
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イ）必要面積 

   日本建築学会編集「建築設計資料集成」によれば、机椅子利用で 200人が利用する

場合、一人あたり約 1.2㎡が目安となり、約 240㎡程度が必要となる。 

さらに、小ステージや収納スペース、通路等を考慮すると全体で約 400㎡の面積が

必要である。 

③多目的ホールの整備場所 

庄原自治振興区からの要望では、現在の庄原自治振興センター事務室東側駐車場付

近への新設を要望されているが、要望されている場所では、新設する多目的ホールが

縦長な形となり、会議、ステージ発表等での使い勝手が悪く、また玄関機能を果たし

ていない北側を有効活用するため、北側緑地帯へ新設する。 

 

（２）和室の改修 

建設当初の利用目的と現在の利用者ニーズが乖離しており、利用が低迷している。庄 

原自治振興区の要望を踏まえ和室の研修室の一部を洋室へ改修する。 

 

（３）その他既存施設の改修 

段差等の利用しにくい状況から事務室や調理室、談話室等の改修を求める意見が多い

ため、庄原自治振興区の意見を踏まえ改修する。 
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Ⅵ 庄原市民会館・庄原自治振興センターの概算事業費及び整備スケジュール 

 

１.庄原市民会館個別事業費 
（単位：千円） 

 

２.庄原自治振興センター個別事業費 
（単位：千円） 

 

３.庄原市民会館・庄原自治振興センター共通事業費 
 （単位：千円） 

整 備 内 容 庄原市民会館 
庄原自治振

興センター 
合  計 備  考 

耐震改修一式 20,000 14,000 34,000 両施設エキスパンションジョイント改修 等 

外構・外装改修一式 161,000 111,000 272,000 屋上防水・窓枠 等 

内装・トイレ改修一式 38,000 26,000 64,000 壁・床・２階多目的トイレ新設 等 

設備・備品改修一式 69,000 47,000 116,000 空調・照明・排煙システム 等 

基本計画・実施設計・工事監理委託費一式  97,000 66,000 163,000  

合   計 385,000 264,000 649,000  

※共通事業費は、延床面積で按分 

市民会館 2,577.15㎡：庄原自治振興センター 1,767.33㎡＝59.3％：40.7％ 

 

４.総事業費 
（単位：千円） 

 庄原市民会館 庄原自治振興センター 合  計 

個 別 事 業 費 697,000 365,000 1,062,000 

共 通 事 業 費 385,000 264,000 649,000 

合       計 1,082,000 629,000 1,711,000 

 

 整 備 内 容 金  額 備  考 

① 大ホール改修一式 296,000 座席・天井・床・スロープ 等 

② 舞台関連改修一式 322,000 音響・照明・吊り物・楽屋 等 

③ そ の 他 79,000 事務室移転・玄関改修 等 

 合   計 697,000  

 整 備 内 容 金  額 備  考 

④ 多目的ホール新設一式 300,000 平屋建・会議室２室（間仕切り）・ステージ 等 

⑤ 既存施設改修一式 65,000 談話室・事務室・和室・実験実習室 等 

 合   計 365,000  
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５.整備スケジュール 
 

 

 

 

 

 

 

６.年度別事業費 
（単位：千円） 

 2019（平成 31）年度 2020（平成 32）年度 2021（平成 33）年度 2022（平成 34）年度 合  計 

庄原市民会館 11,000 54,000 
801,000 801,000 

1,082,000 

庄原自治振興センター 8,000 36,000 629,000 

合  計 19,000 90,000 801,000 801,000 1,711,000 

※基本計画、実施設計が策定されていないため、2021～2022（平成 33～34）年度は、概算の全体事業費を２ヵ年に分けて計上  

 

７.事業費に対する財源 
（単位：千円） 

 庄原市民会館 庄原自治振興センター 合  計 

①国県支出金 193,000 113,000 306,000 

②起 債 54,000 488,000 542,000 

③地域振興基金 824,000 0 824,000 

④一般財源 11,000 28,000 39,000 

合  計 1,082,000 629,000 1,711,000 

※地域振興基金の充当について（庄原市民会館） 

 事業実施にあたっては有利な起債（過疎債等）の活用も検討する。 

 

 

 

 

 2019（平成 31）年度 2020（平成 32）年度 2021（平成 33）年度 2022（平成 34）年度 

庄原市民会館 
基本計画 実施設計 改修工事 改修工事 

庄原自治振興センター 



軽

軽

軽

軽

DN

舞 台

大ホール

楽屋１

楽屋２ 楽屋３

玄関ホール

集会室

事務室
実験実習室

談話室

会議室

事務室

ロビー

女子便所

男子便所

希望の像

寄付者石碑

藤木の桜

庄原英学校跡石碑

タイムカプセル

県道　中領家庄原線

庄原赤十字病院

市
道

　
庄

原
小

学
校

線

Administrator
タイプライターテキスト
庄原市民会館・庄原自治振興センター配置図

Administrator
タイプライターテキスト
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　　■庄原市民会館・庄原自治振興センター平面図　（赤色：庄原市民会館　青色：庄原自治振興センター　）
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市民会館

事務室

小会議室

相談室

倉庫

集会室

舞 台

大ホール

玄関ホール

ロビー

倉 庫

男子トイレ 女子トイレ

倉庫
楽屋１ 楽屋２楽屋３浴室 トイレ

実験実習室

エレベーター

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

談話室

庄原自治振興

センター事務室

視聴覚室

会議室

宿直室

休憩室

給湯室

廊下等の共有スペース

は市民会館の施設

１階

ロビー

会議室１ 会議室２

ス
テ
ー
ジ

会議室 （約400㎡）

③

③
UP

② ②

②

①

①

⑤

⑤

⑤
⑤

④



- 14 -

大ホール

映写室 調光室

屋上

屋上

天井内部

天井内部 天井内部

天井内部

吹抜 吹抜

吹抜吹抜

吹抜

屋上

屋上

舞台上部吹抜

吹抜

空調室

調光室

調光基盤室

放送室

研修室A 研修室B

研修室C・D・E

研修室F

会議室

研修室G

エレベーター

男子トイレ

女子トイレ

給湯室

２階

廊下等の共有スペース

は市民会館の施設

ユニット

トラック室

ファン

ルーム

準備室

⑤



庄原市民会館・庄原自治振興センター以外の市街地公共施設のあり方検討について 

 

１. 庄原市民会館及び庄原自治振興センターの大規模改修による庄原市街地の他の公共施設への影響について  

（１）庄原市田園文化センター（以下「田園文化センター」という。） 

①現在、田園文化センター多目的ホールで行なわれている県美展や市美展等の展示の

催しを、庄原自治振興センターの多目的ホール（以下「新設のホール」という。）で行

なうことが可能となる。 

②上記の機能移転により、移転後の２階多目的ホールに倉田百三文学館を移設、空いた

１階のスペースに自主学習コーナーを拡張するなどの図書館機能の充実を図ることが

できる。 

（２）庄原市ふれあいセンター（以下「ふれあいセンター」という。） 

現在、コパリホールで行なわれている多人数が参集する催しでは、施設の駐車場では

賄えておらず、庄原市総合体育館（以下「総合体育館」という。）・庄原保健福祉センタ

ー（以下「保健福祉センター」という。）等の駐車場を利用している状況である。こう

した催しを新設のホールで行なうことにより、駐車場不足問題を解決できる。 

（３）保健福祉センター 

現在、研修室１で行なわれている多人数が参集する催しでは、施設の駐車場では賄え

ておらず、総合体育館・ふれあいセンター等を利用している状況である。こうした催し

を新設のホールで行なうことにより、駐車場不足問題を解決できる。 

 

２.庄原市街地の公共施設の状況について  

資料３…庄原市街地の公共施設の状況 

資料４…庄原市街地の公共施設平面図 

資料５…耐用年数到達年一覧 

 

３.庄原市公共施設等総合管理計画について 

（１）基本原則１：施設総量（総延床面積）の適正化 

財政状況や人口推移を考慮し、施設総量の適正化を図る。利用ニーズの縮小した施設の

統廃合を進める。 

（２）基本原則２：長寿命化の推進 

予防保全の考え方で、計画的な維持管理・修繕を行い、ライフサイクルコストを縮減す

る。 

（３）基本原則３：複合化の推進と運営の効率化 

更新や新規整備にあたっては、施設の複合化や多機能化を推進。また、効率的な管理運

営により、サービス向上と経費削減に努める。 

（４）目   標：総延床面積を 20年間で 25％縮減 

少子高齢化や人口減少に伴い、税収の減少や扶助費等の支出増加が見込まれ、将来的に

投資的経費の増額は見込めないため、総延床面積を縮減する必要がある。 

資料２ 



No 施設名 構造 敷地面積（㎡） 延床面積（㎡） 建築年 経過年数 耐用年数到達年 開館日数 開館時間 管理運営形態 部屋名 稼働日数 稼働率（％） 現状 課題 備考

Ｈ25 43,257 駅舎 365 100.0

Ｈ26 40,256 子育て支援施設 244 66.8

Ｈ27 48,056

Ｈ28 52,035

平均 45,901

旧館 Ｈ25 30,176 集会室（コパリ） 264 72.3

409.26 Ｈ26 28,558 小会議室 252 69.0

（Ｓ51） Ｈ27 30,299 和室 112 30.7

新館 Ｈ28 28,359 実習室 35 9.6

750.34 平均 29,348 学習室 247 67.7

（Ｈ11） 中会議室 224 61.4

合計 相談室１Ｆ 204 55.9

1,159.60 相談室２Ｆ 138 37.8

Ｈ25 14,939 研修室ＡＢ（和室） 199 55.6

Ｈ26 13,595 研修室ＣＤＥ（和室） 15 4.2

Ｈ27 13,539 研修室Ｇ 202 56.4

Ｈ28 13,079 ２Ｆ会議室 176 49.2

平均 13,651 談話室 276 77.1

実験実習室 23 6.4

Ｈ25 29,307 ホール 87 24.4

Ｈ26 29,724 ロビー 3 0.8

Ｈ27 34,475 集会室 317 88.8

Ｈ28 35,180 研修室Ｆ 200 56.0

平均 32,172

Ｈ25 17,519 研修室１（大） 313 87.2

Ｈ26 17,175 研修室２（小） 123 34.3

Ｈ27 16,838 研修室３（和室） 241 67.1

Ｈ28 16,501 調理実習室 163 45.4

平均 17,008

Ｈ25 61,244 多目的ホール 68 23.3

Ｈ26 58,410

Ｈ27 65,673

Ｈ28 71,114

平均 64,110

Ｈ25 61,244 アリーナ 354 98.9

Ｈ26 58,410 柔道場 230 64.2

Ｈ27 65,673 剣道場 300 83.8

Ｈ28 71,114 会議室１Ｆ 187 52.2

平均 64,110 会議室２Ｆ 178 49.7

控室Ａ 99 27.7

控室Ｂ 112 31.3

特別室 139 38.8

トレーニングルーム 358 100.0

　旧館部分は耐震診断未
実施。

　駅舎、子育て支援施設、倉
庫として利用している。
　周辺にはバスセンター等の
交通機関の他、ガソリンスタ
ンドや事業所、店舗併用住宅
等が所在している。
　発券・清掃等を業務委託し
ている。

　区画整理事業により駅前広
場を公共交通の結節点として
整備することとしており、公
共交通利用者の利便性の向
上、交通発着拠点を活用した
市民交流の促進、会議スペー
スの確保が求められている。

　H31年度に駅舎トイレの
拡張や会議スペース・多
目的スペースの整備をす
る予定である。
　子育て支援施設も、庄
原小学校近くにＨ31年度
開設予定である。

2

庄原市ふれあいセンター

鉄筋
コンク
リート
造

4,324.74

365 － 直営1

備後庄原駅

木造 443.95 382.03 95

　H19年度に総合福祉セン
ター建設の凍結方針を受け、
ふれあいセンターはその代替
施設となっているが、指定管
理者の社会福祉協議会や事務
所として利用している老人ク
ラブ連合会などからは、事務
所機能の拡大も含めた福祉の
拠点整備を求められている。
　また、施設の老朽化に伴
い、修繕費が増加している。

3

庄原自治振興センター

鉄筋
コンク
リート
造

10,787.00 1,767.33

365
8：30
～

22：00

指定管理

（（社）庄原市
社会福祉協議

会）

　社会福祉協議会の事務
所のほか、老人クラブ連
合会、女性連合会の事務
所として活用している。
ホール・会議室を有して
おり、コパリホールの利
用率は72.3％と高い。

2041

1999

42 2041
1976

1976

（Ｓ51）

19 2064

4

庄原市民会館

鉄筋
コンク
リート
造

10,787.00 2,577.15 41 357
9：00
～

22：00
2042

6

庄原市田園文化センター

鉄筋
コンク
リート
造

1,329.00 1,975.62 29 292
9：00
～

22：00

28 359
8：30
～

22：00
2055

2054

1989

（Ｈ1）

5

庄原保健福祉センター

鉄筋
コンク
リート
造

2,257.00 688.53

25 358
9：00
～

21：30
7

庄原市総合体育館

鉄筋
鉄骨
コンク
リート
造

7,936.00 5,175.60

1993

2058

（Ｈ5）

年間利用者数（人）

1923

（Ｔ12）

庄原市街地の公共施設の状況

既経過

直営

8：30
～

22：00

指定管理

（庄原
自治振興区）

　来年度から、現在地に
おいて大規模改修の実施
に向け、基本計画を策定
予定。また、平屋建の多
目的ホールを新設予定。

2019（Ｈ31）：基本計画
2020（Ｈ32）：実施設計
2021・2022
（Ｈ33・34）：建設工事

1990

（Ｈ2）

1977

（Ｓ52）

42 358

　健康づくり及び保健福祉の
活動を推進する施設として利
用されている。
　また、平成29年度からは、
センターの一部を身体障害者
連合会が事務所として利用し
ている。
　受付業務は総合体育館へ委
託している。

　地域活動等の利用は利用料
金が無料であるため、利用頻
度は多いが地域活動等の利用
が多く収入はほとんど見込ま
れない。しかし、施設の老朽
化により軽微な修繕が増えて
きており、今後、市の負担の
増加が見込まれる。

指定管理

（ＮＰＯ法人庄
原市芸術文化セ

ンター）

　庄原市の芸術・文化活動の
拠点として、市民の文化の向
上及び住民福祉の増進を果た
す役割を担っており、NPO法
人庄原市芸術文化センターを
指定管理者として管理委託し
ている。926席の大ホール、
ロビー、楽屋、集会室、視聴
覚室、研修室Fがある。

　施設の老朽化・バリアフリー化の改修
が行われていないことに加え、地域住民
の生涯学習活動、文化活動のための会議
室や多目的なパブリックスペースが不足
しており、増床を含めた施設要望書が提
出されている。

【両施設共通】
　一体的な躯体をなす両施設の境界部分
等に耐震性が一部不足していることが判
明し、耐震改修工事が必要となってい
る。
　さらに機能面においては、旧中央公民
館が担っていた貸館機能が、庄原市民会
館・庄原自治振興センターの両施設に混
在し、来館者の利用申請が煩雑になって
いる。

　庄原自治振興区内におい
て、協働のまちづくりをめざ
し、住民自治活動の充実を図
るため、庄原自治振興区等の
主体的な地域づくり活動並び
に生涯学習等の拠点としての
役割を担っており、庄原自治
振興区を指定管理者として管
理委託している。

　施設全般に老朽化や経年劣化が進んで
おり、近年多額の維持修繕費を要してい
る。
　躯体の防水性やホールの空調、座席、
トイレの快適性など、施設の改善要望の
声が寄せられており、舞台設備について
も改善が望まれている。

　H29年度より年次的に修
繕工事を実施している。
Ｈ28・29　屋根改修
Ｈ31　館内照明ＬＥＤ化
Ｈ32・33　空調改修

指定管理
（㈱庄原市総合
サービス）

　庄原市総合サービス㈱
を指定管理者として管理
委託しており、屋内ス
ポーツ及びスポーツ振興
のための施設として利用
されている。

　経年劣化による空調施
設、水銀灯の維持修繕が
必要となっている。

　図書館、歴史民俗資料
館、倉田百三文学館とし
ての機能を有している。
　多目的ホールでは、県
美展、市美展などの作品
展示が行なわれている。

　田園文化センターは同
じ文化施設の市民会館と
離れていることや、駐車
場が施設から離れている
ため、利便性が悪い。
　また施設の敷地は借地
であり、年間280万円程度
の経費がかかっている。

直営

資料３



No 施設名 構造 敷地面積（㎡） 延床面積（㎡） 建築年 経過年数 耐用年数到達年 開館日数 開館時間 管理運営形態 部屋名 稼働日数 稼働率（％） 現状 課題 備考

Ｈ25 252,154 朝どり市 315 100.0

Ｈ26 249,018 特産品・ミート工房 315 100.0

Ｈ27 254,292 ミルクファームＨＡＲＵ 315 100.0

Ｈ28 239,424 めぐみ 315 100.0

平均 248,722 花ほぼろ 315 100.0

交流ホール 105 33.3

Ｈ25 － １階市民ホール 223 91.8

Ｈ26 －

Ｈ27 －

Ｈ28 －

平均 －

Ｈ25 941 診療所 71 100.0

Ｈ26 955

Ｈ27 757

Ｈ28 849

平均 876

Ｈ25 744 休憩所 307 100.0

Ｈ26 1,571 多目的スペース 147 47.9

Ｈ27 4,145 楽笑座通り広場 － －

Ｈ28 2,809

平均 2,317

Ｈ25 3,553 １階部分 308 100.0

Ｈ26 2,413 展示室１ 3 1.0

Ｈ27 1,840 展示室２ 0 0.0

Ｈ28 1,650 展示室３ 0 0.0

平均 2,364 芝生広場・アーティスト広場 12 3.9

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

8

庄原交流拠点施設
（食彩館しょうばら
ゆめさくら）

鉄骨造 8,224.00 1,679.90 16 315

8：30
～

18：00
（1～3月は
17：00）

2042

（Ｈ14）

11

楽笑座

木造 1,004.00 272.63

不明
（Ｈ
17開
設）

10

休日診療センター

木造 551.59 268.92 5
9：00
～

17：00

9 243
8:30
～

17：15
直営

　本庁舎は、鉄筋コンク
リート造6階で、平成21年
に築造した。書庫棟や別
館を含めた総延床面積は
8,442㎡。

　本庁舎に隣接する別館
は老朽化に加え、耐震性
を有していない。
　建築からほぼ10年が経
過し、庁舎維持修繕費が
増加している。今後も増
加が予想される。

9

庄原市役所本庁舎

小児科診療所
（庄原こどもクリニック）

木造 1,296.76 214.22

直営

　古民家を譲り受け、市民に交流
の場を提供し、市街地におけるに
ぎわいを創出するため整備し、１
階はカフェ・ランチの飲食提供、
２階は研修・会議の場として利用
されている。
　（社）優輝福祉会へ施設の目的
外使用許可を出し運営している。
施設近くの庭の管理も委託してい
る。

　年々利用者が減少してい
る。また、１日当たりの利用
者も5.4人（平成28年度）と
少ない状況。
　１階は（社）優輝福祉会に
よる利用があるが、２階の展
示室の利用がほとんどない。
　施設の老朽化に伴う修繕費
が増加傾向にある。

12

まちなか交流施設
（三軒茶屋）

木造 1,577.00 196.96

不明
（Ｈ
21開
設）

－ 308
10：00
～

20：00

－

指定管理
（㈱グリーン
ウィンズさとや

ま）

　㈱グリーンウインズさ
とやまを指定管理者とし
て管理委託しており、農
畜産物の加工・販売や観
光情報発信、多様な交流
の促進等により、地域活
性化を図る施設として整
備している。

　庄原地域の観光拠点としても位
置付けてきたが、中国自動車道庄
原ICからの地理的な優位性を活か
せず、観光情報発信の機能が十分
発揮されていない。
　また、施設がオープンして16年
が経過し、老朽化が進み修繕の必
要な箇所が見受けられるほか、運
営方法の見直しも進んでいないこ
ともあり、年々、来客数が減少し
ている。

　食材の宝庫庄原を生か
した新商品の開発や新た
な交流事業の展開など来
訪者に魅力を感じてもら
える環境づくりに取り組
んでいく必要がある。

年間利用者数（人）

　休日における急病患者
に対し応急的な診療を行
い、初期の救急医療体制
を確保するための施設と
して整備している。
　医師、看護師、医療事
務等を委託している。

病児病後児保育施設
（わらべ保育室）

木造 1,296.76 103.86

2018

0

既経過

2009

（Ｈ21）

2074

2013

（Ｈ25）

2053

鉄筋
鉄骨
コンク
リート
造

3,804.26 7,429.47

0 306

307既経過

特段なし

13

（Ｈ30）

2002

2058 243
8：30
～

18：00

業務委託
（一般社団法人
里山こども未来

会議）

平成30年７月２日
供用開始

特段なし

2018

（Ｈ30）

2058

月・火・木・金
9：00～12：00
14：00～18：00

水
9：00～14：00

土
9：00～13：00

業務委託
（小児科医師個

人）

平成30年７月２日
供用開始

特段なし

9：00
～

21：00

業務委託
（庄原市

　観光協会）

　商家の蔵を譲り受け、
まちなかのにぎわいと楽
しみの場を創出し、商店
街の活性化を図るため整
備している。

　利用者が限定的で多様な層
が利用していない。
　また、利用者も少なく商店
街の活性化につながっていな
い。
　駐車場の借上料が年間144
万円かかっている。
　施設の老朽化に伴う修繕費
が増加傾向にある。

直営



庄原市街地の公共施設平面図目次 

 

 

１.備後庄原駅・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２.庄原市ふれあいセンター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２.３ 

３.庄原自治振興センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４.５ 

４.庄原市民会館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４.５ 

５.庄原保健福祉センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

６.庄原市田園文化センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７.８ 

７.庄原市総合体育館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９.10 

８.庄原交流拠点施設（食彩館しょうばらゆめさくら）・・・・・・・・・・・・・・ 11 

９.庄原市役所本庁舎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

10.休日診療センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

11.楽笑座・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

12.まちなか交流施設（三軒茶屋）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

13.小児科診療所・病児病後児保育施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

資料４ 



  

【備後庄原駅 平面図】 
 

 

（現状） 

 

 

 

（変更計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







　　■庄原市民会館・庄原自治振興センター平面図（赤色：庄原市民会館　青色：庄原自治振興センター）
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95.08㎡

げ ん き と や す ら ぎ の 　 さ と や ま 文 化 都 市

庄 原 市
平成２０年度

事業名：

工事名：

まちなか空き店舗活用整備事業

まちなか空き店舗改修工事 ＮＯ．

Ｎ

a

bd

c

展開図方向

図面名称

縮　尺

平面図（改修後）
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２階平面図

１階平面図

部屋名 床面積(㎡) 必要面積(㎡) 有効面積(㎡) 判定

採光

換気

排煙

階

店舗
(軽食ｺｰﾅｰ・

OK2.85×1.74×1/2×1/2+2.85×1.74×2/3×

１ 階

２ 階

面 積

床面積

階

延べ面積

2.85×0.25×1/2×1/2+2.85×0.25×2/3× OK

OK

採光

換気

排煙

OK

OK

OK

採光

換気

排煙

OK

OK

OK
1

2

厨房

階段

消

消

消 …10型ABC消火器

物入

物入

+50

UP

オープンテラス

既設ブロック塀

下駄箱

ミニキッチン

事務室兼更衣室

軽食コーナー

カウンターレジ

+50
+50

+50

物入

展示準備室

トイレ

物入

トコ

展示室１

展示室２
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※火気の使用は無し
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=3.08
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=0.61
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0.78×0.57×2=10.09

1/2+1.87×1.85×1/2+1.87×0.27×1/2

1/2+1.87×0.27×1/2+0.78×0.57×2=1.56

+0.93×1.85×3＋0.78×0.57×2=10.93

手摺

手摺





2018年
（Ｈ30年）

2028年
10年後

2038年
20年後

2048年
30年後

2058年
40年後

2068年
50年後

1 備後庄原駅 Ｗ平
1923年
（Ｔ12）

95 既経過

2
ふれあいセンター
※新館は平成11年建築

ＲＣ2

旧：1976年
（Ｓ51）

新：1999年
（Ｈ11）

旧：42
新：19

旧：2041年
新：2064年

3 庄原自治振興センター ＲＣ2
1976年
（Ｓ51）

42 2041年

4 市民会館 ＲＣ4
1977年
（Ｓ52）

41 2042年

5 保健福祉センター ＲＣ平
1990年
（Ｈ２）

28 2055年

6 田園文化センター ＲＣ3
1989年
（Ｈ１）

29 2054年

7 総合体育館 SRC2
1993年
（Ｈ５）

25 2058年

8
庄原交流拠点施設
（ゆめさくら）

S平
2002年
（Ｈ14）

16 2042年

9 庄原市役所本庁舎 ＳＲＣ6
2009年
（Ｈ21）

9 2074年

10 休日診療センター Ｗ２
2013年
（Ｈ25）

5 2053年

11 楽笑座 Ｗ平
不明
（取得
Ｈ16）

（14） 既経過

12
まちなか交流施設
（三軒茶屋）

Ｗ２
不明
（取得
Ｈ21）

（9） 既経過

13
小児科診療所
病児病後児保育施設

Ｗ平
2018年
（Ｈ30）

0 2058年

到達年

2041年

2042年

2053年

2054年

2055年

2058年

2064年

2074年

庄原市民会館・庄原交流拠点施設（ゆめさくら）

休日診療センター

田園文化センター　

総合体育館・小児科診療所・病児病後児保育施設

ふれあいセンター（新館）

庄原市役所本庁舎

20～30年後耐用年数到達

30～40年後耐用年数到達

40～50年後耐用年数到達

保健福祉センター

耐用年数到達年一覧

施設名 構造 建築年
現在
経過
年数

耐用年数
到達年度

経過年数

ふれあいセンター（旧館）・庄原自治振興センター

施設名

備後庄原駅・楽笑座・三軒茶屋耐用年数経過

耐用年数をＲＣ造：65年 Ｓ造：40年 Ｗ造40年 で計算

大規模改修H33・34

大規模改修 平成31年

資料５


